
 

（第２号様式）   
令和 ６ 年 ４月 26 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立七里ガ浜高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 

４年間の目標 

（令和２年度策

定） 

１年間の目標 

取組の内容 校内評価 

学校関係者評価 

（３月 21日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①生徒一人ひ

とりの確かな

学力の向上を

図り、進路実

現に向けた支

援を推進す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②国際理解教

育等を通し

て、生徒一人

ひとりの自立

に向けて、視

野を広げ豊か

な人間性と社

会性を育成す

る。 

①生徒の学力

向上に資する

ために学習環

境の整備を行

う。また、生

徒が主体的に

学ぶ意欲を高

めるととも

に、生徒の深

い学びの実現

を図る。 

 

 

 

 

 

 

②姉妹校交流

や留学生との

交流などの教

育活動を通し

て、生徒一人

ひとりが主体

的に取り組め

る機会を与

え、その企画

の推進に努め

る。 

①(1)１･２学年で

導入された一人一

台端末を活用した

学習活動､デジタル

教材の活用を図り､

ICT 機器を用いた授

業などの多様な学

習機会の提供を図

る。 

(2)ICT に関わる教

員のスキルアップ

に努めるなど､教員

の授業力の向上を

図ることにより､生

徒の深い学びと確

かな学力の実現を

図る。 

②生徒の主体的な

取り組みとなるよ

うな国際交流の場

を広げ、その環境

を整える。 

①(1)ICT 機器を用い

た授業展開を行った

教員数が増加した

か。 

生徒に学習意欲の向

上が見られたかにつ

いて、授業評価のう

ちの自己評価の項目

において 2/3 程度以

上の生徒がプラスに

評価したか。 

 (2)研修等に参加し

た教員の数が増加し

たか。また、生徒に

よる授業評価の向上

に繋がったか。 

 

②生徒が主体的に取

り組める場面や活動

満足度がアンケート

を通して上がった

か。 

①昨年度より一人一台端末

が導入され、その活用のた

めのアプリケーション「ロ

イロノート」も導入２年目

となり､１･２学年を担当す

る多くの教員が有効活用で

きたことで､教員の授業力向

上と生徒の授業への積極的

な参加につながった｡ 

また､各教室に配備している

大型モニターに AppleTV を

導入し、効果的、効率的に

授業が行われた。 

 

 

 

 

②水原外国語高校との姉妹

校交流、グアム国際文化観

光局交流を実施した。アン

ケート結果から、生徒にと

って有意義な体験であった

ことが伺えた。また、４名

の留学生が本校で学び、授

業や部活動を通して生徒た

ちとの交流を図った。 

①来年度､全学年で一人一

台端末が導入されること

から､より多くの職員への

研修を実施して、さらな

る授業力向上に努める｡ 

また､一人一台端末の導入

が進むことから、学習支

援Ｇや生徒支援Ｇ、教科

情報等で連携し､生徒の情

報リテラシーの向上を図

る。 

 

 

 

 

 

 

②今後も生徒が主体的に

取り組める環境を整え、

国際理解教育の推進に努

める。 

①授業でのＩＣＴ活

用で情報や考えの共

有化が迅速に行わ

れ、知識が広がるこ

とは有効だと思う。

その一方で情報リテ

ラシーなどの教育が

一層進められること

も望む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②多くの生徒が興味

関心を持つ国際理解

教育について、多く

の機会が設定され留

学生を多く受け入れ

ていることはとても

良いことで、今後も

ぜひ継続してほし

い。 

①授業での一人一台端末を含

めたＩＣＴ活用はかなり進ん

できている。大型モニターに

AppleTV を設置できたことで

さらに活用度は高くなり、教

員側の活用への意欲も高まっ

た。また、情報リテラシーに

ついて生徒の理解を深めると

ともに、機会を見つけて教員

が注意喚起を行うことが大切

である。 

 

 

 

 

 

 

②国際交流に参加した生徒の

満足度は高く、学校説明会で

も国際交流に関心が高いこと

から、本校の取組が理解され

ていると考えられる。今後も

継続して国際交流、国際理解

教育を進めていく必要を感じ

る。しかし、希望者とはいえ

費用の負担感は大きいと思わ

れる。 

①教科情報の授業でリテラシ

ーに関して学習するだけでな

く、日常の中で事あるごとに

多くの教員が注意喚起を行う

必要がある。そのために教員

も正しい情報と知識を得るた

め、研修テーマに追加設定す

る等の検討が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②オンラインによる交流など

を積極的に取り入れたり、留

学生との交流を広げたりと生

徒が主体的に取り組める機会

をつくる等の検討を継続して

いく。 

２ 

 

 

 

 

 

 

生徒指導・

支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

①生徒のさま

ざまな活動の

主体性を尊重

し、生徒に向

き合って、リ

ーダーシップ

を育成する。 

 

 

 

 

 

②生徒一人ひ

とりの個に応

じた支援体制

を定着させ

①生徒組織そ

れぞれの自主

的・主体的な

運営を促すと

ともに責任を

持たせ、有意

義な活動と達

成感の向上を

目指して、適

切な指導と助

言を行う。 

 

②生徒のメン

タル面での変

化を早期にと

らえ、適切か

①「持続可能な活

動選択」と「健全

な伝統継承」のバ

ランスを図るとと

もに、生徒会本

部、各種委員会等

の運営方法等を工

夫しながら、生徒

との打合せの場づ

くりを多く設定し

て意思疎通を図っ

ていく。 

②生徒への声かけ

や学校生活アンケ

ートを通し生徒の

変化の早期発見に

①各種活動や行事に

おいて、生徒による

総括や、生徒アンケ

ートで活動満足度が

上がったか。 

 

 

 

 

 

 

 

②生徒の情報交換や

支援生徒に対する支

援効果の評価などを

行う教育相談コーデ

①概ね目標は達成された。

昨年同様、行事準備の始動

を早めたことで、生徒会執

行部や実行委員等との打合

せの場を多く確保すること

ができ、体育祭は天候には

恵まれなかったが、一部プ

ログラムを修正した上で実

施し、アンケート結果も好

評であった。 

 

 

②教育相談の支援状況とし

ては SC に繋げた生徒は 141

（52）名で昨年度比の約

2.9 倍。 

①特に体育祭は達成感も

高いが、生徒にとっても

負担は大きく、引き続

き、行事規模の適正化及

び持続可能な行事のあり

方と伝統の継承とのバラ

ンスを考慮して、検討を

続ける必要がある。 

 

 

 

 

②サポートドッグの課題

として、従来からある生

活アンケートと内容や実

施時期の重複があるこ

①練習時間の長さ等

の課題もあると思う

が、授業と行事のバ

ランスを取りなが

ら、生徒が意欲的に

取り組む行事を継続

してほしい。 

 

 

 

 

 

②生徒個々の悩みや

不安を相談する場を

設定できていること

は、安心して学校生

①生徒会行事は課題も多いが

生徒が楽しみにしており、実

施後の満足度も高い。実施に

関して生徒の意向を大切にし

ながら練習時間や行事の内容

について調整を行う必要があ

る。 

 

 

 

 

 

②教育相談コーディネーター

会議の活用が進み、悩みや不

安を抱える生徒に対して早期

にチームで対応できた。ＳＣ

①生徒の行事に対する意欲を

大切にしながら、自主的・主

体的活動となるよう、意見交

換を建設的に行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②スクールサポートドッグと

生活アンケートの実施時期・

内容の見直しを行う。教育相

談コーディネーターの負担感



 

 視点 

４年間の目標 

（令和２年度策

定） 

１年間の目標 

取組の内容 校内評価 

学校関係者評価 

（３月 21日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

 

 

 

生徒指導・

支援 

 

 

る。 つ丁寧な対応

を行う。 

努め、学年会やケ

ース会議等を活用

してチームによる

きめ細かな支援を

行う。 

ィネーター会議を定

期的に実施できた

か。 

SSW（本年度より設置）に

繋げた生徒は 53（45）名で

あった。 

※共に（ ）内はサポート

ドッグによるプッシュ型面

談数。 

と、担任やコーディネー

ターに業務量が激増した

こと、ＳＣとＳＳＷの勤

務日が異なり意見のすり

合わせ等が難しかったこ

とがある。 

従来実施アンケートとサ

ポートドックの整理と、

職員の負担軽減ついて検

討が必要である。 

活を送るうえで大切

だと思われる。今年

度からの新たな試み

もうまく取り入れら

れているようでよか

った。 

による教員研修により教員の

教育相談に対する意識や課題

のある生徒への対応の知識が

深まった。今後も増加が予想

されるので、どのような対応

を図るかが課題である。 

軽減のために学年会を活用す

る等、チームとしての関わり

についても検討していく。 

３ 
進路指導・

支援 

キャリア教育

を充実させ、

目的意識を持

って学習に取

り組む姿勢を

育む。 

生徒自身が希

望する進路に

ついて考え判

断する力を育

めるよう、３

年間を通して

必要かつ適切

な支援を行

う。 

３か年を通じてキ 

ャリア教育ガイド 

ブックの活用等、 

適切なキャリア教 

育を行う。 

また、自習室内の

環境を整備する。 

説明会やガイダン

ス、体験の機会、各

種試験を有機的に結

び付けて実践するこ

とができたか。 

自習室の生徒の利用

状況が適切であった

か。 

有益な情報を適切な時期に

提供できるよう行事の開催

時期を一部変更し、各種ガ

イダンス等を実施した。３

学年において、総合型選抜

や学校推薦型選抜の希望者

に対し、細かな指導を行っ

た。 

自習室を今年度から開設し

た。使用状況を見ながら生

徒が利用しやすいように運

営を行った。 

生徒自身が個々のガイダ

ンス等の内容を自分の進

路希望実現へ結び付け、

さらに活用できるよう、

各学年における進路の取

り組みを３か年見通し

て、時期や内容を整理し

生徒に提供する。 

 

自習室の活用が進ん

でいるようでよかっ

た。入試制度が年々

多様化しているの

で、それに対応した

指導をお願いした

い。 

３年間を通じて進路について

考え、知識をつけるための説

明会を適切な時期に開催でき

た。また、多様な入試制度な

どの新しい情報も日々更新し

て提供することができた。自

習室の活用も進んでいる。さ

らに多様化する入試制度など

の情報を適切井提供するとと

もに、個々に応じた丁寧な指

導が求められる。 

キャリア教育グループから３

学年団への情報共有を密に

し、情報量に偏りがないよう

にするとともに、個に対して

丁寧な指導を引き続き行って

いく。 

４ 
地域等との協

働 

地域などの教

育力の活用や

地域等への貢

献活動を通し

て、地域に信

頼される学校

づくりを推進

する。 

地域に貢献で

きる教育活動

の充実を図

る。 

防災訓練や地域理

解活動を通じて、

地域との交流を深

め、地域防災につ

いて連携をさらに

深める。 

防災教育において具

体的な地域理解及び

体制づくりができた

か。 

地域と協力した防災

活動の取り組み回数

が増えたか。 

1 学年の 4 月に、津波のシ

ミュレーショントレーニン

グや DIG 研修を実施した

り、近隣の広域避難場所及

び避難経路の確認をしたり

など防災についての意識を

高めるとともに地域理解に

努めた。 

また避難訓練や防災委員会

による喫食訓練などを実施

した。 

地域と協力した防災活動

の取り組みについて、今

年度実施できなかったと

ころがあるので、次年度

への大きな課題として、

地域との連携を深めつつ

防災交流が図れるように

努める。 

コロナ禍が解消され

つつあり、地域行事

への参加も増えてき

てありがたい。地域

とのコミュニケーシ

ョンが防災力の強化

につながると考えて

いるので今後も地域

との交流を深めてほ

しい。 

防災訓練や地域理解活動を実

践し、地域の行事に参加し交

流することで、地域への理解

を深めることができた。ただ

一部の部活動や生徒のみが行

事に参加をしているので、学

校全体が地域と交流する場を

設定できるとよい。 

地域住民と合同で防災訓練を

行う等、学校としてどのよう

に地域に貢献できるかについ

て、引き続き検討をしてい

く。 

５ 
学校管理 

学校運営 

①安心・安全

な教育環境の

整備に努める

など、教育課

題に対して積

極的に取り組

むとともに、

学校の取り組

みの情報発信

に努める。 

②教員の働き

方改革を推進

し、組織的な

学校運営と校

務の効率化を

図る。 

①継続した生

徒の学習活動

の整備・充実

に努めるとと

もに、社会で

必要とされる

学校となるよ

う職員・生徒

の意識向上を

図る。 

②働きやすい

職場づくりの

ための職場環

境を整える。 

①校内美化の活動

及びチェック体制

を整えるととも

に、環境美化に対

する職員・生徒の

意識を変えるため

の仕組みを整え

る。 

 

 

②業務に対するス

トレスが軽減され

るよう、業務分

担・内容の見直し

を行う。 

①生徒アンケートで

校内美化に対する意

識や取組が向上した

か。 

 

 

 

 

 

 

②ストレスチェック

で高ストレス者の割

合が昨年に比べて 1

割以上減少したか。 

➀計画的に大掃除を実施

し、産業廃棄物廃棄のため

のコンテナを設置するな

ど、校内美化活動を積極的

に行った。 

廊下の清掃を強化するため

次年度に向けてレンタルモ

ップの増設を検討してい

る。 

 

②業務の軽減を意識して校

務を行う等、昨年度よりも

高ストレス者の割合は９％

減ったが、目標の１割には

届かなかった。 

➀生徒へのアンケートに

ついて、継続的に実施す

ることができなかったの

で、次年度は学期ごとに

取り組めるように計画

し、校内美化に向けて意

識付けの強化を図る。 

 

 

 

②全体の業務量が減少し

ても、特定の人に対して

業務が集中する状況があ

るため、内容を整理する

とともに分担の見直しも

進める必要がある。 

①清掃の時間を時間

割に組込んだらよい

のではないか。 

校内美化については

ＰＴＡや同窓会も協

力できることは行い

たい。 

 

 

 

②電話による欠席連

絡ではなくメールや

マチコミを利用して

教員の負担を減らす

方法もあるのではな

いか。 

①コロナ禍以降、教室内にゴ

ミ箱を置かず、持ち帰りとし

ていることが当たり前となり

校内美化への意識が高まって

いる。しかし、強風や飛砂に

より清掃が大変である。 

 

 

 

 

②働き方改革にのっとり、必

要のない業務を改善していこ

うと意識できたことはよかっ

た。今後はさらに業務につい

て見直しを図る必要がある。 

①校内美化への意識の高まり

を清掃活動につなげるため

に、計画的な取り組みと備品

等の管理を徹底する。 

 

 

 

 

 

 

②引き続き、業務内容や量、

分担の見直し等について検討

していく。 

 


